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日本語力調査書

志願者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　生年月日（西暦）　　　年　　月　　日
志願者住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
志願者の母語　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※該当する事項の番号を○印で囲む。
[bookmark: _GoBack]
Ⅰ　聴　解　力　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅱ　会　話　力
　1．理解できない。　　　　　　　　　　　　　　　1．少しも話せない。
　2．ゆっくりはっきり話せば理解できる。　　　　　2．意志の伝達はできる。
　3．まあまあ理解できる。　　　　　　　　　　　　3．ある程度話せる。
　4．じゅうぶん理解できる。　　　　　　　　　　　4．すらすら話せる。

Ⅲ　読　解　力　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅳ　作　　　文
　1．全く理解できない。　　　　　　　　　　　　　1．全く書けない。
　2．やや理解できる。　　　　　　　　　　　　　　2．やさしい文章は書ける。
　3．おおよそ理解できる。　　　　　　　　　　　　3．まとまった文章が書ける。
　4．じゅうぶん理解できる。　　　　　　　　　　　4．論理的な文章が書ける。

Ⅴ　所見（大学の講義をうける能力等、総合的な評価）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
以上のとおり調査報告します。

　　年　　月　　日

調査者勤務先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
調査者職名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
調査者氏名（自署）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· この調査書は、高等学校又は大学において日本語を教授している者、政府又は公共団体の責任ある職員にあって日本語を十分理解できる者、若しくは各国在日本大使館員職員によるものでなければなりません。
